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デジタルデバイス⽤配⾊トレーニングアプリケーションを活⽤した⾊彩感情
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Research on color emotion using color scheme training applications for digital devices 
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Abstract In this study, we utilized a web-based color scheme training application to examine colors associated with nine adjectives among female 
university students from the Department of Life Sciences. The study was conducted with a total of 115 participants, 47 from 2021 and 68 from 2022, 
aged 18 to 20. The results showed consistent trends in color associations between 2021 and 2022. Furthermore, a combined analysis of the results 
from both years suggested four tendencies in color associations based on the adjectives. This research indicated the potential validity of the color 
scheme training application. Future research aims to expand the scope of participants by considering gender, age, nationality, and more. Additionally, 
to further enhance the reliability and validity of the color scheme training application, comparative studies using color chips are also considered a 
challenge.  
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1  は じ め に  

⾊彩感情に関する先⾏研究は数多く⾒られ[1-5]、その結果か
ら⾊彩好悪はゆっくりと経年変化することや⾊彩が持つイメ
ージと⾊彩象徴はあまり変化しないことなどが指摘されてい
る。⾊彩感情の主な調査⽅法は 40〜75 ⾊程度の 2cm×2cm ほ
どのカラーチャート（⾊票）を使⽤することが多く⾒られる
[6,7]。カラーチャート（⾊票）を使⽤することで、適切な照明
環境で被験者は⾊を⽬視し調査を進めることが可能だが、⼿間
がかかり⼀回に複数の被験者に対して実施することは難しい
調査⽅法でもある。 
⼀⽅で、昨今のパソコンやスマートフォンの急激な普及に伴
い、広告媒体は従来の紙媒体やテレビだけでなく、インターネ
ット領域に急速に展開している。この背景の中で、⾊彩教育及
び⾊彩に関わる調査をパソコンなどのデジタルデバイスを取
り⼊れた取り組みが進められている[8-10]。デジタルデバイス
を活⽤することで、複数の被験者を対象とした調査の実施や調
査結果の集計の効率化に加えWebを活⽤することでどこからで
もアクセスできるメリットが考えられるがこれまで⼗分な研
究はされていない状況である。 

本調査ではデジタルデバイス⽤の配⾊トレーニングアプリ
ケーション[11,12]を活⽤し 9つの形容詞から連想される⾊につ
いて検討する。加えて、デジタルデバイス⽤の配⾊トレーニン
グアプリケーションの妥当性についても検討を⾏う。 

2  研 究 ⽅ 法  

調査対象 
本研究における調査は⽣活科学部の⼥⼦⼤学⽣を対象に

2021年（11⽉〜12⽉）に 47名、2022年（11⽉〜12⽉）に 68
名（18歳〜20歳）の合計 115名を対象に実施した。 

調査⽅法 
被験者には各⾃のデスクトップパソコンもしくはノートパ
ソコンから配⾊トレーニングアプリケーションの Web ページ
にアクセスしてもらい、9つの形容詞から連想する⾊について

回答を得た。9 つの形容詞はカラーイメージスケール[13]を参
考にした「愛らしい」「楽しい」「豪華な」「素朴な」「味わい深
い」「格調のある」「優雅な」「気品のある」「合理的な」とし、
回答する⾊数は 1⾊とした。 
なお、学⽣に対して、本研究以外の⽬的に使⽤しないことを
説明し、無記名式の回答をもって同意を得るものとした。 

配⾊トレーニングアプリケーションについて 
配⾊トレーニングアプリケーションに使⽤するカラーパレ
ットは、PCCSカラーチャートより 12⾊相と 12トーンの有彩
⾊ 144⾊に加えて無彩⾊ 12⾊の RGB値を参考にし[14]、カラ
ーパレットに並べた際に⾊相とトーンの変化が均等になるよ
うに微調整した計 156⾊とした（図 1）。また、配⾊トレーニン
グアプリケーションのレイアウトは左側には⾊を選択するカ
ラーパレットと下部に選択した⾊が確認できるスペースが表
⽰され右側には設問が表⽰される（図 2）。 
なお、注意点として Web ページに表⽰した配⾊トレーニン
グアプリケーションの⾊の⾒え⽅はデスクトップパソコンも
しくはノートパソコンのディスプレイなどの環境により変化

図 1 配⾊トレーニングアプリケーションのカラーパレット画⾯ 
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することを前提として使⽤する必要がある。 

 
倫理審査委員会 
本調査は、産業技術⼤学院⼤学研究安全倫理委員会の審査と

承認を得て実施した。 

3  調 査 結 果  

 年毎の⽐較のため、2021 年と 2022 年の 2 年間にわたり、9
つの形容詞についての分析結果を図 3から図 21に⽰す。 

「愛らしい」 
「愛らしい」から連想された⾊は 2021年、2022年に最も多
かったのが＃FFB8E6（2021年：36.2％、2022年：29.4％）次に
＃FF88D5（2021年：19.1％、2022年：17.6％）、＃FFE8F6（2021
年：6.4％、2022年：10.3％）であった（図 3・4）。 

 

「楽しい」 
2021年において「楽しい」から連想された⾊は＃FFFF4Cが

17.0％と最も⾼く、＃FFA511・＃FFFF26・＃FF6100・＃FFFF00
が共に 10.6％であった（図 5）。2022 年において＃FFFF26 が
14.7％、＃FFFF00が 11.8％、＃FF7F1A・＃FFA511が 8.8％で

あった。両年の上位においては同⼀のものが多く確認された
（図 6）。 

 

「豪華な」 
「豪華な」から連想された⾊は、2021 年において＃FF0000
が 12.8％として最も多く、続いて＃FFFF00・＃D30085・＃
750000が 8.5％であった（図 7）。2022年において＃FFFF00が
8.8％、＃FF0000が 7.4％、＃BF55FFが 5.9％であった（図 8）。
両年の 1 位と 2 位は同順ではないが同じ⾊であることが確認
された。 

 

「素朴な」 
「素朴な」から連想された⾊は 2021年において＃DBDBDB
が 12.8％、＃FFF1B6・＃999999・＃463700が 6.4％であった（図
9）。2022年において＃DBDBDB・＃B2B2B2が 7.4％、＃E8F4FF・

図 2 配⾊トレーニングアプリケーションのメイン画⾯例 
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図 3  2021 年「愛らしい」分析結果（N=47） 
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図 4  2022 年「愛らしい」分析結果（N=68） 

図 6  2022 年「楽しい」分析結果（N=68） 
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図 5  2021 年「楽しい」分析結果（N=47） 
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図 7  2021 年「豪華な」分析結果（N=47） 
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図 8  2022 年「豪華な」分析結果（N=68） 
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図 9  2021 年「素朴な」分析結果（N=47） 
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＃FFFFFF・＃FFE2B7・＃FFFFB5・＃A6A6A6・＃463700が共
に 4.4％であった（図 10）。両年を通じて＃DBDBDBが最も⾼
い割合であることが確認された。 

 
「味わい深い」 
「味わい深い」から連想された⾊は 2021 年において＃

FF2A22が 6.7％、＃D35000・＃D37600・＃D1D300・＃750049・
＃650000・＃304700・＃003200が共に 4.4％であった（図 11）。
2022 年において上位は＃A35C00・＃750000・＃320000・＃
003200 が共に 5.9％であった（図 12）。両年通じて、多くの⾊
が選ばれており、特定の⾊が特に⾼い割合で選ばれるというこ
とは少なくなってきていることが確認された。 

 
「格調のある」 
「格調のある」から連想された⾊は 2021 年において＃

A40000が 8.9％、＃FF2A22・＃FFFF00・＃D30000・＃000276
が共に 6.7％であった（図 13）。2022 年において＃A40000 が
8.8％、＃6300A5が 7.4％、＃000032が 5.9％であった（図 14）。
両年において＃A40000が上位であることが確認された。 

 
 

「優雅な」 
「優雅な」から連想された⾊は 2021年において＃A40066・
＃750000が 6.7％であった（図 15）。2022年において＃D287FF・
＃7F00D4が 8.8％、＃460076・＃320065が 5.9％であった（図
16）。両年ともに選択される⾊数が多くなり、⾼い割合で選ば
れる⾊が少なくなってきていることが確認された。 

 

「気品のある」 
「気品のある」から連想された⾊は 2021 年において＃

BF55FF・＃AD15FF・＃460076が 6.7％であった（図 17）。2022
年において＃320065が 7.4％と最も⾼く、＃6300A5・＃460076
が 5.9％であった（図 18）。両年ともに選択される⾊数が多くな
り、⾼い割合で選ばれる⾊が少なくなり、選択される⾊相の幅
が広いことが確認された。 
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図 11  2021 年「味わい深い」分析結果（N=45） 
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図 12  2022 年「味わい深い」分析結果（N=68） 

図 13 2021 年「格調のある」分析結果（N=45） 

8.9% 6.7% 6.7% 6.7% 6.7% 4.4% 4.4% 4.4%

以降 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

#A40000 #FF2A22 #FFFF00 #D30000 #000276 #FF0000 #FF6100 #320065 #F6E7FF #FFF1B6 #91FF85

#FFB954 #FFDD50 #BF55FF #17D9FF #00FF00 #D1D300 #90D300 #0000D5 #7F00D4 #0055A4 #754100

#460076 #750049 #650000 #650032 #470000 #014700 #000347 #002632 #000000

8.8% 7.4% 5.9% 4.4% 4.4% 4.4% 4.4%

以降 2.9% 以降 1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

#A40000 #6300A5 #000032 #FF0000 #460076 #750049 #000065 #AD15FF #0085FF
#656500 #2A0047 #320c00 #000000 #FFF5E7 #FFFFFF #FFFFB5 #D287FF #55E1FF
#5B68FF #BF55FF #FFFF26 #2A37FF #FF6100 #FFC900 #D30000 #D37600 #656565
#A43E00 #A2A300 #750000 #754100 #007500 #005F75 #000276 #404040 #653200
#4c6500 #650032 #003947 #191919 #320000 #260032

図 14 2022 年「格調のある」分析結果（N=68） 

図 15 2021 年「優雅な」分析結果（N=45） 
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図 16  2022 年「優雅な」分析結果（N=68） 
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図 17 2021 年「気品のある」分析結果（N=45） 

図 18 2022 年「気品のある」分析結果（N=68） 
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図 10  2022 年「素朴な」分析結果（N=68） 
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「合理的な」 
「合理的な」から連想される⾊は 2021 年において＃000000
が 11.4％と最も多く、＃0000D5が 9.1％、＃FF0000・＃0085FF
が6.8％であった（図19）。2022年においては＃000000が7.4％、
＃2A37FF・＃D30000・＃656565が 5.9％であった（図 20）。 

 

4  考 察  

本調査結果から、2021年と 2022年において連想された⾊に
同じ傾向が⾒られたため、これらの年をあわせ各形容詞の⾊相
とトーンに関する分析結果を図 21から図 38に⽰す。 
分析結果から、各形容詞から連想された⾊には 4つの傾向が
あると考えられる。１つ⽬は「愛らしい」「楽しい」「豪華な」
の形容詞に⾒られる特定の⾊相とトーンに集中が⾒られるも
の（図 21-26）、2つ⽬は「素朴な」「味わい深い」「優雅な」「気

品のある」の形容詞に⾒られる⾊相は集中しているがトーンに
幅が⾒られるもの（図 27-30、図 33-36）。3つ⽬は「合理的な」
に⾒られるトーンは集中しているが⾊相に幅が⾒られるもの
（図 37・38）。最後に「格調のある」に⾒られる⾊相とトーン
の両⽅に幅が⾒られるものである（図 31・32）。これは各形容
詞から連想されるものが明確であるならば⾊相とトーンに集
中が⾒られ、連想が曖昧であれば⾊相とトーンの両⽅に幅が⾒
られるのではないかと考えられる。なお、本研究では形容詞か
ら連想する⾊の要素のみに焦点を当て、特定の調査対象者のみ
を対象としたため、今後は性別、年齢、国籍などの様々な視点
からの調査が必要である。また、配⾊トレーニングアプリケー
ションの信頼性と妥当性を⾼めるために、カラーチップを⽤い
た調査との⽐較を⾏うことも今後の課題としたい。 

5  ま と め  

本研究では、Web⽤配⾊トレーニングアプリケーションを活
⽤し 9 つの形容詞から連想された⾊について⽣活科学部の⼥
⼦⼤学⽣を対象に 2021年に 47名、2022年に 68名（18歳〜20
歳）の合計 115名を対象に実施した。その結果、2021年と 2022
年において連想された⾊に同じ傾向が⾒られることがわかっ
た。さらに、2021年と 2022年の調査結果をあわせて分析する
と、各形容詞に基づく⾊の連想には 4つの傾向があることが⽰
唆された。また、この調査を通じて、デジタルデバイス⽤の配
⾊トレーニングアプリケーションの妥当性が⽰唆された。 

 
 

図 20 2022 年「合理的な」分析結果（N=68） 
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図 19 2021 年「合理的な」分析結果（N=44） 
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図 21 「愛らしい」⾊相分布
（N=115） 
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図 22 「愛らしい」トーン分布
（N=115） 
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図 23 「楽しい」⾊相分布
（N=115） 

図 24 「楽しい」トーン分布
（N=115） 

図 25 「豪華な」⾊相分布
（N=115） 

図 26 「豪華な」トーン分布
（N=115） 

図 27 「素朴な」⾊相分布
（N=115） 

図 28 「素朴な」トーン分布
（N=115） 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%
R

YR（2.5）

YR（5.0）

YR（7.5）

Y

GY
G

BG

B

PB

P

RP

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

VP1
VP2

P

B1

B2

V
S

Dp1

Dp2

Gr

Dk

Dgr

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%
20.0%

R
YR（2.5）

YR（5.0）

YR（7.5）

Y

GY
G

BG

B

PB

P

RP

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
14.0%
16.0%

VP1
VP2

P

B1

B2

V
S

Dp1

Dp2

Gr

Dk

Dgr

東京都立産業技術大学院大学 Advanced Institute of Industrial Technology Bulletin Vol 17 

163



Advanced Institute of Industrial Technology Bulletin Vol 17  

 

6  今 後 の 課 題  

今後の研究では、被験者の性別、年齢、国籍などの範囲を拡
⼤する調査に加えて、配⾊トレーニングアプリケーションの信
頼性と妥当性をさらに⾼めるために、カラーチップを⽤いた⽐
較調査も⾏うことが課題である。 
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図 29 「味わい深い」⾊相分布
（N=113） 

図 30 「味わい深い」トーン分布
（N=113） 

図 31 「格調ある」⾊相分布
（N=113） 

図 32 「格調ある」トーン分布
（N=113） 
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図 33 「優雅な」⾊相分布
（N=113） 

図 34 「優雅な」トーン分布
（N=113） 

図 35 「気品のある」⾊相分布
（N=113） 

図 36 「気品のある」トーン分布
（N=113） 
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図 37 「合理的な」⾊相分布
（N=112） 

図 38 「合理的な」トーン分布
（N=112） 
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